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国際宇宙ステーション（ＩＳＳ）に滞在中の宇宙航空研究開発機構（JAXA）星出彰彦宇宙飛行

士を応援しようと、全国の子どもたちが合唱する動画「星出宇宙飛行士にエールを届ける合唱プ

ロジェクト」」が制作、公開されました。この動画にはＨＢＣ少年少女合唱団も出演し、さわやかな

歌声を響かせています。 

このプロジェクトは JAXAが全国の合唱団や小中高校の合唱部に呼びかけて実現したもの

で、北海道から沖縄県まで１１団体の子どもたち２７４人（伴奏を担当した横浜女学院中学校高等

学校吹奏楽部を含む）が参加しました。歌った曲は１９７９年にリリースされたゴダイゴの「銀河鉄

道９９９」。１９６８年生まれの星出さんが子どものころに宇宙へのあこがれを抱くきっかけとなった

ＳＦアニメの主題歌です。 

ＨＢＣ少年少女合唱団からは小学校５年生から高校３年生まで５５人が参加。新型コロナウイ

ルスの感染防止のため、一人ずつイヤホンに流れる伴奏に合わせて歌い、事務局がスマートホ

ンで撮影しました。動画は編集を担当する東京の制作会社に送られ、全国から集まった映像とと

もに一本の合唱にまとめられました。 

動画では４月のＩＳＳに到着後、星出さんが取り組んできたミッションが紹介され、星出さんがタ

ブレットに映る子どもたちと一緒に、「銀河鉄道９９９」を口ずさむシーンも映し出されています。 

 

この合唱プロジェクトの動画はＪＡＸＡ公式 YouTubeチャンネルで配信中です。

https://www.youtube.com/c/JAXA-PR 

 

 

 

 

 

 

                               

                                               子どもたちの合唱を聞く星出さんと 

                                               HBC少年少女合唱団              

 

【お問い合わせ先】 HBC少年少女合唱団事務局  （電話）０１１‐２３２‐５８４２ 

※「ガッチャンコ」とは… 

「くっつける」「ひとつになる」という意味で使われる言葉。

ＨＢＣが、人と人、地域と地域を「つなぐ」存在でありたい  

という願いがこめられています。 

歌声よ 宇宙へ届け！ 

JAXA宇宙飛行士 星出彰彦さん 応援動画公開中 

ＨＢＣ少年少女合唱団も全国の子どもたちと合唱 
 

 

※「ガッチャンコ」とは… 

「くっつける」「ひとつになる」という意味で使われる言葉。

ＨＢＣが、人と人、地域と地域を「つなぐ」存在でありたい  

という願いがこめられています。 Press Release 
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